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Atmel AVR 8ﾋﾞｯﾄ ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ

ATmega256RFR2 Xplained Pro

使用者の手引き

序文

Atmel® ATmega256RFR2 Xplained Pro評価ｷｯﾄはATmega256RFR2ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗを評価する
ためのﾊｰﾄﾞｳｪｱ基盤です。

Atmel Studio統合開発基盤によって支援されるこのｷｯﾄはAtmel ATmega256RFR2の機能への
容易なｱｸｾｽを提供し、ﾃﾞﾊﾞｲｽをお客様の設計に統合する方法を説明します。

Xplained Pro MCU系評価ｷｯﾄは基板上の組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞを含み、ATmega256RFR2のﾌﾟﾛｸﾞ
ﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞに外部ﾂｰﾙが必要ありません。

Xplained Pro拡張系評価ｷｯﾄは基板の機能を拡張するための追加周辺機能を提供し、お客様
の設計の開発を容易にします。
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1. 序説

1.1. 特徴

・ Atmel® ATmega256RFR2ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ
・ 組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ (EDBG)
 - USBｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ
 - JTAGを通した(目的対象の)ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ
 - UARTを経由する目的対象への仮想COMﾎﾟｰﾄ
 - SPIまたはTWIを経由する目的対象へのAtmelﾃﾞｰﾀ中継器ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(DGI:Data Gateway Interface)
 - 符号計測用に目的対象に接続された4つの汎用入出力
・ ﾃﾞｼﾞﾀﾙ入出力
 - 2つの機械的な釦 (使用者とﾘｾｯﾄ用の釦)
 - 1つの使用者LED
 - 5つの拡張ﾍｯﾀﾞ
・ 空中線
 - 1つのｾﾗﾐｯｸ ﾁｯﾌﾟ空中線 (2450BM15A0015E)
 - 外部空中線用の1つのSMAｺﾈｸﾀ
・ 温度感知器とEEPROM (AT30TSE758)
・ 2つの可能な電源
 - 外部電力
 - 組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞUSB
・ 16MHzｸﾘｽﾀﾙ
・ 32kHzｸﾙｽﾀﾙ実装ﾊﾟﾀｰﾝ

1.2. ｷｯﾄ概要

Atmel ATmega256RFR2 Xplained Pro評価ｷｯﾄはAtmel ATmega256RFR2を評価するためのﾊｰﾄﾞｳｪｱ基盤です。

このｷｯﾄは正しい方法でのATmega256RFR2周辺機能の使用開始と、それら独自の設計でﾃﾞﾊﾞｲｽを統合する方法の理解をATmega2 
56RFR2使用者に許す機能一式を提供します。

図1-1. ATmega256RFR2 Xplained Pro評価ｷｯﾄ概要

電流測定ﾍｯﾀﾞ
SW0 : 使用者釦 ﾘｾｯﾄ釦

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞUSB

LED0 : 使用者LED

予備ADC信号

ﾁｯﾌﾟ空中線

16MHzｸﾘｽﾀﾙ
平衡-不平衡変換器 (ﾊﾞﾗﾝ)

RF切り換え器

32kHzｸﾘｽﾀﾙ

外部空中線ｺﾈｸﾀ

温度感知器とEEPROM

EXT4ﾍｯﾀﾞ

ATmega256RFR2

予備信号

EXT5ﾍｯﾀﾞ

EXT3ﾍｯﾀﾞ

電源ｺﾈｸﾀ

EXT1ﾍｯﾀﾞ

EXT2ﾍｯﾀﾞ
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2. 開始に際して

2.1. Xplained Pro即時開始

Atmel Xplained Pro基盤の探索を始めるための以下の3つの段階:

 1. Atmel Studioをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしてｲﾝｽﾄｰﾙしてください。

 2. Atmel Studioを開始してください。

 3. PCとｷｯﾄのDEBUG USBﾎﾟｰﾄ間に(標準A-ﾏｲｸﾛBまたはﾏｲｸﾛA/Bの)USBｹｰﾌﾞﾙを接続してください。

Xplained Pro MCUｷｯﾄが最初にｺﾝﾋﾟｭｰﾀへ接続される時に、ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞ ｼｽﾃﾑはﾄﾞﾗｲﾊﾞ ｿﾌﾄｳｪｱのｲﾝｽﾄｰﾙを実行します。ﾄﾞﾗｲﾊﾞ 
ﾌｧｲﾙは32ﾋﾞｯﾄと64ﾋﾞｯﾄの両版のMicrosoft® Windows® XP、Windows Vista®、Windows 7、Windows 8を支援します。

一旦Xplained Pro MCU基板が給電されると、緑の電源LEDが点灯し、Atmel StudioはどのXplained Pro MCUと拡張基板が接続され
たか自動検出します。Atmel Studioはﾃﾞｰﾀｼｰﾄとｷｯﾄ資料のような関連情報を提供します。Atmel Studioでｷｯﾄがある頁はｷｯﾄ用の
Atmelｿﾌﾄｳｪｱ枠組み(ASF:Atmel Software Framework)応用例を開始する任意選択も持ちます。ATmega256RFR2ﾃﾞﾊﾞｲｽは基板上の
組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞによってﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを行われ、故に外部の書き込み器やﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾂｰﾙが必要とされません。

2.2. 設計資料と関連ﾘﾝｸ

以下の一覧はATmega256RFR2 Xplained Proに対して最も関連する資料とｿﾌﾄｳｪｱへのﾘﾝｸを含みます。

Xplained Pro製品 - Atmel Xplained ProはAtmelﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗと他のAtmel製品用の小型で使用が容易な評価ｷｯﾄの系列です。こ
れは各種MCU系統の機能と能力の評価と実演のための安価な基板の系列から成ります。

Atmel Studio - Atmelﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ用のC/C++とｱｾﾝﾌﾞﾘ言語開発用の無料Atmel IDE

Atmel試供品商店(sample store) - ﾃﾞﾊﾞｲｽの試供品を注文することができるAtmel sample store

EDBG使用者の手引き - 基板上組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞについてより多くの情報を含む使用者の手引き

Atmel® AVR用IAR Embedded Workbench® - これは8ﾋﾞｯﾄAVRに対して利用可能な商用C/C++ｺﾝﾊﾟｲﾗです。30日評価版だけでな
く、それらのｳｪﾌﾞｻｲﾄで入手可能な4Kﾊﾞｲﾄ ｺｰﾄﾞ量制限された初回開始版もあります。

Atmelﾃﾞｰﾀ可視器 - Atmelﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)はﾃﾞｰﾀを処理して可視化するのに使われるﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑです。ﾃﾞｰﾀ可視器はXp 
lained Pro基板で見つかる組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ ﾃﾞｰﾀ中継器とCOMﾎﾟｰﾄのような様々な供給元からﾃﾞｰﾀを受け取
ることができます。

設計資料 - CADｿｰｽ、回路図、部品表、組立図、3D図、各層図などを含む一括

PDF形式でのﾊｰﾄﾞｳｪｱ使用者の手引き - この使用者の手引きのPDF版

AtmelｳｪﾌﾞｻｲﾄでのATmega256RFR2 Xplained Pro - Atmelｳｪﾌﾞ ｻｲﾄへのﾘﾝｸ

3. Xplained Pro
Xplained Proは完全なAtmelﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗの体験を提供する評価基盤です。この基盤はAtmelｿﾌﾄｳｪｱ枠組み(ASF:Atmel Software 
Framework)駆動部と実演ｺｰﾄﾞを持ち、ﾃﾞｰﾀの流れやより多くを支援するAtmel Studioに統合されるﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ(MCU)基板と拡張
基板の一連の系統から成ります。Xplained Pro MCU基板は標準化されたﾍｯﾀﾞとｺﾈｸﾀの一式を通して接続される広範囲なXplained 
Pro拡張基板を支援します。各拡張基板はXplained Pro MCU基板にどの基板が接続されたかを一意に識別するために識別(ID)ﾁｯ
ﾌﾟを持ちます。この情報はAtmel Studioを通して関連する使用者の手引き、応用記述、ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ、ｺｰﾄﾞ例を提供するのに使われま
す。

3.1. 組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ

ATmega256RFR2 Xplained Proは基板上ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞのためのAtmel組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ(EDBG:Embedded DeBuGger)を含みます。EDBG
はﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ、仮想COMﾎﾟｰﾄ、ﾃﾞｰﾀ中継器ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(DGI:Data Gateway Interface)の3つのｲﾝﾀｰﾌｪｰｽのUSB複合装置です。

Atmel Studioとで、EDBGﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽはATmega256RFR2のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを行えます。ATmega256RFR2 Xplained Pro
上ではJTAGｲﾝﾀｰﾌｪｰｽがEDBGとATmega256RFR2間に接続されます。

仮想COMﾎﾟｰﾄはATmega256RFR2上のUARTに接続され、端末ｿﾌﾄｳｪｱを通して目的対象応用と通信する容易な方法を提供しま
す。これは可変ﾎﾞｰﾚｰﾄ、ﾊﾟﾘﾃｨ、停止ﾋﾞｯﾄの設定を提供します。ATmega256RFR2での設定が端末ｿﾌﾄｳｪｱで与えられた設定と合っ
ていなければならないことに注意してください。

情報: 自動的に設定されない場合、ﾃﾞｰﾀ端末準備可(DTR:Data Terminal Ready)は端末ｿﾌﾄｳｪｱで設定されなければなりませ
ん。

DGIはﾎｽﾄ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀとの通信のための様々な物理的ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽから成ります。ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ上の通信は双方向です。これはATmega 
256RFR2からの事象や値を送ったり、一般的なprintf形式のﾃﾞｰﾀ ﾁｬﾈﾙとして使うことができます。ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ上の通行は事象のより
正確な追跡のためにEDBGで時刻印を行うことができます。この時刻印が最大単位処理量を減らす間接的負荷を課すことに注意し
てください。DGIを通るﾃﾞｰﾀを送受信するのにAtmelﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)が使われます。

http://www.atmel.com/tools/atmelstudio.aspx
http://www.atmel.com/XplainedPro
http://www.atmel.com/tools/atmelstudio.aspx
http://www.atmel.com/system/samplesstore
http://www.atmel.com/Images/Atmel-42096-Microcontrollers-Embedded-Debugger_User-Guide.pdf
https://www.iar.com/iar-embedded-workbench/atmel/avr/
https://gallery.atmel.com/Products/Details/5aa847a5-3d28-4486-91ad-c7a2945d31f2
http://www.atmel.com/Images/Atmel-42079-ATMEGA256RFR2-Xplained-Pro_User-Guide.zip
http://www.atmel.com/Images/Atmel-42079-ATMEGA256RFR2-Xplained-Pro_User-Guide.pdf
http://www.atmel.com/tools/ATMEGA256RFR2-XPRO.aspx
https://gallery.atmel.com/Products/Details/5aa847a5-3d28-4486-91ad-c7a2945d31f2
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EDBGはATmega256RFR2 Xplained Pro上の電源LEDと状態LEDの2つのLEDを制御します。次表は各種動作形態でLEDがどう制御
されるかを示します。

表3-1. EDBG LED制御

動作形態 電源LED 状態LED

通常動作
電源LEDは基板に電力が印加された時に
点灯

活動表示器のLEDはEDBGへの何れかの
通信が起こる時に瞬間点灯

ﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞ動作 (ｱｲﾄﾞﾙ) 電源LEDと状態LEDは同時に点滅します。

ﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞ動作 (ﾌｧｰﾑｳｪｱ格上げ更新) 電源LEDと状態LEDは交互形式で点滅します。

EDBGの更なる資料についてはEDBG使用者の手引きをご覧ください。

3.2. ﾊｰﾄﾞｳｪｱ識別ｼｽﾃﾑ

全てのXplained Pro互換拡張基板は実装されたAtmel ATSHA204暗号認証(CryptoAuthentication™)ﾁｯﾌﾟを持ちます。このﾁｯﾌﾟはそ
れの名前といくつかの追加ﾃﾞｰﾀでその拡張を識別する情報を含みます。Xplained Pro拡張がXplain Pro MCU基板に接続される時
に、この情報が読まれてAtmel Studioへ送られます。Atmel Sudioと共にｲﾝｽﾄｰﾙされたAtmelｷｯﾄ拡張は関連する情報、ｺｰﾄﾞ例、そし
て関連資料へのﾘﾝｸを与えます。下表は内容例と共にこのIDﾁｯﾌﾟに格納されるﾃﾞｰﾀ領域を示します。

表3-2. Xplained Pro IDﾁｯﾌﾟ内容

ﾃﾞｰﾀ領域 ﾃﾞｰﾀ形式 内容例

製造業者(Manufacturer) ASCII文字列 Atmel'\0'

製品名(Product Name) ASCII文字列 Segment LCD1 Xplained Pro'\0'

製品改訂(Product Revision) ASCII文字列 02'\0'

製品通番(Product Serial Number) ASCII文字列 1774020200000010’\0’

最小電圧(Minimum Voltage) [mV] uint16_t 3000

最大電圧(Maximum Voltage) [mV] uint16_t 3600

最大電流(Maximum Current) [mA] uint16_t 30

3.3. 電源

ATmega256RFR2 Xplained Proｷｯﾄは下表で一覧にされるようないくつかの電源によって給電することができます。

表3-3. ATmega256RFR2 Xplaiend Pro用電源

電源入力 電流必要条件電圧必要条件 ｺﾈｸﾀ印

外部電源
USBﾎｽﾄ動作用に5V±2%(±100mV)。USBﾎ
ｽﾄ動作が不要の場合は4.3～5.5V

最小推奨は接続されるUSB装置と基板自身
に充分な電流を提供し得る1Aです。最大推
奨は入力保護最大電流仕様のため、2Aで
す。

PWR

組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞUSB (USB仕様に従って) 4.4～5.25V (USB仕様に従って) 500mA DEBUG USB

このｷｯﾄは自動的にどの電源が利用可能かを検知して以下の優先権に従って使うものを選びます。

 1. 外部電源

 2. 組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞUSB

情報: 可能な拡張基板を含めた基板の給電にUSBｺﾈｸﾀからの500mAが充分でない時に外部電源が必要とされます。

3.4. Xplained Proのﾍｯﾀﾞとｺﾈｸﾀ

3.4.1. Xplained Pro標準拡張ﾍｯﾀﾞ

全てのXplained Proｷｯﾄは1つまたはより多くの2列20ﾋﾟﾝ100milの拡張ﾍｯﾀﾞを持ちます。Xplained Pro MCU基板はｵｽ ﾍｯﾀﾞを持ち、
一方Xplained Pro拡張はそれらのﾒｽ対応部品を持ちます。全てのﾋﾟﾝが常に接続される訳ではないことに注意してください。接続さ
れた全てのﾋﾟﾝは次表で定義されるﾋﾟﾝ配列記述に従います。

拡張ﾍｯﾀﾞは様々なXｐlained Pro拡張をXplained Pro MCU基板へ接続する、またはXplained Pro MCU基板上の目的対象MCUﾋﾟﾝに
直接入出力するのに使うことができます。

http://www.atmel.com/Images/Atmel-42096-Microcontrollers-Embedded-Debugger_User-Guide.pdf
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表3-4. Xplained Pro標準拡張ﾍｯﾀﾞ

ﾋﾟﾝ番号 ﾋﾟﾝ名 説明

1 ID 拡張基板上のIDﾁｯﾌﾟへの通信線

2 GND 接地

3 ADC(+) A/D変換器、或いは差動A/D変換の正入力部

4 ADC(-) A/D変換器、或いは差動A/D変換の負入力部

5 GPIO1 汎用入出力

6 GPIO2 汎用入出力

7 PWM(+) ﾊﾟﾙｽ幅変調、或いは差動PWMの正出力部

8 PWM(-) ﾊﾟﾙｽ幅変調、或いは差動PWMの負出力部

9 IRQ/GPIO 割り込み要求線/汎用入出力

10 SPI_SS_B/GPIO SPI用従装置選択/汎用入出力

11 I2C_SDA I2Cｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ用ﾃﾞｰﾀ線。常に実装、ﾊﾞｽ形式

12 I2C_SCL I2Cｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ用ｸﾛｯｸ線。常に実装、ﾊﾞｽ形式

13 UART_RX 目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのUARTの受信線

14 UART_TX 目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのUARTの送信線

15 SPI_SS_A SPI用従装置選択。できれば唯一であるべき

16 SPI_MOSI 直列周辺ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(SPI)の主装置出力従装置入力線。常に実装、ﾊﾞｽ形式

17 SPI_MISO 直列周辺ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(SPI)の主装置入力従装置出力線。常に実装、ﾊﾞｽ形式

18 SPI_SCK 直列周辺ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(SPI)用ｸﾛｯｸ。常に実装、ﾊﾞｽ形式

19 GND 接地

20 VCC 拡張基板用電源

3.4.2. Xplained Pro電源ﾍｯﾀﾞ

電源ﾍｯﾀﾞは外部電源をATmega256RFR2 Xplained Proｷｯﾄへ接続するのに使うことができます。このｷｯﾄは供給された場合に自動的
に検出してどの外部電源へも切り替えます。電源ﾍｯﾀﾞは外部周辺機能や拡張基板のための供給としても使うことができます。3.3Vﾋﾟ
ﾝ使用時に基板上の調整器の総電流制限を超えないように注意が払われなければなりません。

表3-5. Xplained Pro電源ﾍｯﾀﾞ

ﾋﾟﾝ番号 ﾋﾟﾝ名 説明

1 VEXT_P5V0 外部5V入力

2 GND 接地

3 VCC_P5V0 非安定化5V (出力、入力元の1つからの配給)

4 VCC_P3V3 安定化3.3V (出力、ｷｯﾄ用の主電源として使用)

4. ﾊｰﾄﾞｳｪｱ使用者の手引き

4.1. ｺﾈｸﾀ

本章はATmega256RFR2 Xplained Proの関連ｺﾈｸﾀとﾍｯﾀﾞの実装とATmega256RFR2へのそれらの接続を記述します。本章内の接続
の表はどの信号がﾍｯﾀﾞと基板上の機能で共有されるのかも記述します。

4.1.1. Xplained Pro標準拡張ﾍｯﾀﾞ

ATmega256RFR2 Xplained Pro拡張ﾍｯﾀﾞのEXT1、EXT2、EXT3、EXT4、EXT5は、例えば基板に拡張基板を接続することにより、基
板を拡張するためにﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗのI/Oへの入出力を提供します。これらのﾍｯﾀﾞは全て7頁の表3-4. Xplaind Pro標準拡張ﾍｯﾀﾞで
指定される標準Xplained Pro拡張ﾍｯﾀﾞに従います。全てのﾍｯﾀﾞは2.54mm(100mil)の間隔を持ちます。
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表4-1. 拡張ﾍｯﾀﾞ EXT1

PG0

EXT1ﾋﾟﾝ ATmega256RFR2ﾋﾟﾝ 機能 共有機能

1 - 拡張基板上のIDﾁｯﾌﾟへの通信線 -

2 - GND -

3 PF0 ADC0 -

4 PF1 ADC1 -

5 PE2 GPIO -

6 PE3 GPIO -

7 PB5 OC1A EXT4ﾍｯﾀﾞ

8 PB6 OC1B -

9 PE5 GPIO/INT5 EXT4ﾍｯﾀﾞ

10 PD5 GPIO/SPIﾁｯﾌﾟ選択B EXT4ﾍｯﾀﾞ

11 PD1 TWI SDA 他の全EXTﾍｯﾀﾞ

12 PD0 TWI SCL 他の全EXTﾍｯﾀﾞ

13 PE0 UART0 RXD 他の全EXTﾍｯﾀﾞ。EXT2,3,5は切断帯を通して接続

14 PE1 UART0 TXD 他の全EXTﾍｯﾀﾞ。EXT2,3,5は切断帯を通して接続

15 GPIO/SPIﾁｯﾌﾟ選択A EXT4ﾍｯﾀﾞ

16 PB2 SPI MOSI 他の全EXTﾍｯﾀﾞ

17 PB3 SPI MISO 他の全EXTﾍｯﾀﾞ

18 PB1 SPI SCK 他の全EXTﾍｯﾀﾞ

19 - GND -

20 - VCC -

表4-2. 拡張ﾍｯﾀﾞ EXT2

PD4

EXT2ﾋﾟﾝ ATmega256RFR2ﾋﾟﾝ 機能 共有機能

1 - 拡張基板上のIDﾁｯﾌﾟへの通信線 -

2 - GND -

3 - - -

4 - - -

5 - - -

6 - - -

7 - - -

8 - - -

9 PE6 GPIO/INT6 EXT5ﾍｯﾀﾞ

10 PD6 GPIO/SPIﾁｯﾌﾟ選択B EXT5ﾍｯﾀﾞ

11 PD1 TWI SDA 他の全EXTﾍｯﾀﾞ

12 PD0 TWI SCL 他の全EXTﾍｯﾀﾞ

13 PE0 UART0 RXD 他の全EXTﾍｯﾀﾞ。EXT2,3,5は切断帯を通して接続

14 PE1 UART0 TXD 他の全EXTﾍｯﾀﾞ。EXT2,3,5は切断帯を通して接続

15 GPIO/SPIﾁｯﾌﾟ選択A EXT5ﾍｯﾀﾞ

16 PB2 SPI MOSI 他の全EXTﾍｯﾀﾞ

17 PB3 SPI MISO 他の全EXTﾍｯﾀﾞ

18 PB1 SPI SCK 他の全EXTﾍｯﾀﾞ

19 - GND -

20 - VCC -

(注)

(注)

注: 切断帯を通して接続
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表4-3. 拡張ﾍｯﾀﾞ EXT3

PG2

EXT3ﾋﾟﾝ ATmega256RFR2ﾋﾟﾝ 機能 共有機能

1 - 拡張基板上のIDﾁｯﾌﾟへの通信線 -

2 - GND -

3 PF3 GPIO -

4 PG5 GPIO -

5 PB7 GPIO -

6 - - -

7 - - -

8 - - -

9 PE7 GPIO/INT7 -

10 PD7 GPIO/SPIﾁｯﾌﾟ選択B -

11 PD1 TWI SDA 他の全EXTﾍｯﾀﾞ

12 PD0 TWI SCL 他の全EXTﾍｯﾀﾞ

13 PE0 UART0 RXD 他の全EXTﾍｯﾀﾞ。EXT2,3,5は切断帯を通して接続

14 PE1 UART0 TXD 他の全EXTﾍｯﾀﾞ。EXT2,3,5は切断帯を通して接続

15 GPIO/SPIﾁｯﾌﾟ選択A -

16 PB2 SPI MOSI 他の全EXTﾍｯﾀﾞ

17 PB3 SPI MISO 他の全EXTﾍｯﾀﾞ

18 PB1 SPI SCK 他の全EXTﾍｯﾀﾞ

19 - GND -

20 - VCC -

(注)

(注)

注: 切断帯を通して接続

表4-4. 拡張ﾍｯﾀﾞ EXT4

PD5

EXT4ﾋﾟﾝ ATmega256RFR2ﾋﾟﾝ 機能 共有機能

1 - 拡張基板上のIDﾁｯﾌﾟへの通信線 -

2 - GND -

3 - - -

4 - - -

5 - - -

6 - - -

7 PB5 OC1A EXT1ﾍｯﾀﾞ

8 - - -

9 PE5 GPIO/INT5 EXT1ﾍｯﾀﾞ

10 PG0 GPIO/SPIﾁｯﾌﾟ選択B EXT1ﾍｯﾀﾞ

11 PD1 TWI SDA 他の全EXTﾍｯﾀﾞ

12 PD0 TWI SCL 他の全EXTﾍｯﾀﾞ

13 PE0 UART0 RXD 他の全EXTﾍｯﾀﾞ。EXT2,3,5は切断帯を通して接続

14 PE1 UART0 TXD 他の全EXTﾍｯﾀﾞ。EXT2,3,5は切断帯を通して接続

15 GPIO/SPIﾁｯﾌﾟ選択A EXT1ﾍｯﾀﾞ

16 PB2 SPI MOSI 他の全EXTﾍｯﾀﾞ

17 PB3 SPI MISO 他の全EXTﾍｯﾀﾞ

18 PB1 SPI SCK 他の全EXTﾍｯﾀﾞ

19 - GND -

20 - VCC -
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表4-5. 拡張ﾍｯﾀﾞ EXT5

PD6

EXT5ﾋﾟﾝ ATmega256RFR2ﾋﾟﾝ 機能 共有機能

1 - 拡張基板上のIDﾁｯﾌﾟへの通信線 -

2 - GND -

3 - GPIO -

4 - GPIO -

5 - GPIO -

6 - - -

7 - - -

8 - - -

9 PE6 GPIO/INT6 EXT2ﾍｯﾀﾞ

10 PD4 GPIO/SPIﾁｯﾌﾟ選択B EXT2ﾍｯﾀﾞ

11 PD1 TWI SDA 他の全EXTﾍｯﾀﾞ

12 PD0 TWI SCL 他の全EXTﾍｯﾀﾞ

13 PE0 UART0 RXD 他の全EXTﾍｯﾀﾞ。EXT2,3,5は切断帯を通して接続

14 PE1 UART0 TXD 他の全EXTﾍｯﾀﾞ。EXT2,3,5は切断帯を通して接続

15 GPIO/SPIﾁｯﾌﾟ選択A EXT2ﾍｯﾀﾞ

16 PB2 SPI MOSI 他の全EXTﾍｯﾀﾞ

17 PB3 SPI MISO 他の全EXTﾍｯﾀﾞ

18 PB1 SPI SCK 他の全EXTﾍｯﾀﾞ

19 - GND -

20 - VCC -

(注)

(注)

注: 切断帯を通して接続

4.1.2. その他のﾍｯﾀﾞ

6頁のXplained Pro標準拡張ﾍｯﾀﾞに加えて、ATmega256RFR2 Xplained Proは他の場所で容易に利用可能でないか、または共に集
合された物を持つことが好都合であるかもしれないﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗのI/Oへの入出力を提供する予備信号を持つ2つの追加ﾍｯﾀﾞを持
ちます。全てのﾍｯﾀﾞは2.54mm(100mil)の間隔を持ちます。

表4-6. 予備ADC信号ﾍｯﾀﾞ

ﾍｯﾀﾞのﾋﾟﾝ 機能ATmega256RFR2ﾋﾟﾝ 共有機能

1 - VCC (3.3V) -

2 PF4 ADC4 JTAGｲﾝﾀｰﾌｪｰｽのTCK

3 PF5 ADC5 JTAGｲﾝﾀｰﾌｪｰｽのTMS

4 PF6 ADC6

(注)

(注)

(注) JTAGｲﾝﾀｰﾌｪｰｽのTDO

5 PF7 ADC7 (注) JTAGｲﾝﾀｰﾌｪｰｽのTDI

注: これらの線はJTAGｲﾝﾀｰﾌｪｰｽに接続され、ｷｯﾄのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞやﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ中にADCは正しく動きません。

表4-7. 予備信号ﾍｯﾀﾞ2

ﾍｯﾀﾞのﾋﾟﾝ 機能ATmega256RFR2ﾋﾟﾝ 共有機能

1 AREF ｱﾅﾛｸﾞ参照基準 -

2 TST RF検査動作用検査ﾋﾟﾝ -

3 RSTN ﾘｾｯﾄ EDBGとRESETの釦

4 RSTON ﾘｾｯﾄ状態 -

5 CLKI 代替主ｸﾛｯｸ入力 -

6 - GND -

4.1.3. 電流測定ﾍｯﾀﾞ

MCU電流測定(MCU current measurement)と記されたL型1×2ﾋﾟﾝ100milﾍｯﾀﾞはATmega256RFR2 Xplained Preの上辺に置かれま
す。ATmega256RFR2への全ての電力がこのﾍｯﾀﾞを通って配線されます。ﾃﾞﾊﾞｲｽの電力消費を測定するにはｼﾞｬﾝﾊﾟを取り外してそ
れを電流計で置き換えてください。

注意: ｷｯﾄが給電されている間にこのﾋﾟﾝ ﾍｯﾀﾞからｼﾞｬﾝﾊﾟを取り外すことは、ATmega256RFR2にそれの入出力ﾋﾟﾝを通して給
電させるかもしれません。これはﾃﾞﾊﾞｲｽに定常的な障害を引き起こすかもしれません。
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4.2. 周辺機能

4.2.1. ｸﾘｽﾀﾙ

ATmega256RFR2 Xplained ProｷｯﾄはATmega256RFR2ﾃﾞﾊﾞｲｽ用のｸﾛｯｸ元として使うことができる2つのｸﾘｽﾀﾙを含みます。各ｸﾘｽﾀﾙ
は発振器許容誤差を測定するのに使うことができる切断帯をそれの傍に持ちます。これは切断帯を切断して帯を渡る抵抗器を追加
することによって行われます。発振器の許容誤差と安全率についての情報はAVR4100応用記述で見つけることができます。

表4-8. 外部32.768kHzｸﾙｽﾀﾙ

ATmega256RFR2ﾋﾟﾝ 機能

PG3 TOSC2、ｸﾘｽﾀﾙ出力

PG4 TOSC1、ｸﾘｽﾀﾙ入力

表4-9. 外部16MHzｸﾙｽﾀﾙ

ATmega256RFR2ﾋﾟﾝ 機能

XTAL1 ｸﾘｽﾀﾙ入力

XTAL2 ｸﾘｽﾀﾙ出力

4.2.2. 機械的な釦

ATmega256RFR2 Xplained Proは2つの機械的な釦を含みます。1つの釦はATmega 
256RFR2のﾘｾｯﾄ線に接続されたRESET釦で、他方は一般的な使用者構成設定可
能な釦です。釦が押されると、それは入出力線をGNDに駆動します。

表4-10. 機械的な釦

ATmega256RFR2ﾋﾟﾝ ｼﾙｸ ｽｸﾘｰﾝ文字

RSTN RESET

PE4 SW0

4.2.3. LED

ONとOFFに切り替えることができ、ATmega256RFR2 Xplained Pro基板上で利用可
能な1つの黄色LEDがあります。このLEDは接続された入出力線をGNDに駆動する
ことによって活性(点灯)にすることができます。

表4-11. LED接続

ATmega256RFR2ﾋﾟﾝ LED

PB4 黄LED

4.2.4. RF

ATmega256RFR2 Xplained Proの主な機能はATmega256RFR2ﾃﾞﾊﾞｲｽのRF能力を
示すことです。このﾃﾞﾊﾞｲｽは単一の不平衡出力/入力を作成するために平衡-不平
衡変換器(ﾊﾞﾗﾝ、Johanson Technologyの2450BM15A0015)を通して供給される双方
向差動空中線ﾋﾟﾝを持ちます。このｷｯﾄはﾊﾞﾗﾝの不平衡出力に接続される受動ｱﾅﾛ
ｸﾞRF切り換え器(Skyworks Solutions Inc.のAS222-92LF)を持ちます。この切り換え
器は(手動でも選択することができる)2つの空中線から最善の信号を自動的に選ぶ
ことを装置に許すﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ(多様性)空中線を特徴とするATmega256RFR2のDIG1
とDIG2のﾋﾟﾝによって駆動されます。切り換え器の出力はｾﾗﾐｯｸ ﾁｯﾌﾟ空中線(Johans 
on Technologyの2450AT18D0100)と外部空中線用のSMAｺﾈｸﾀに接続されます。

表4-12. RF接続

ATmega256RFR2ﾋﾟﾝ 機能

RFP RF平衡出力(正)

RFN RF平衡出力(負)

4.2.5. 温度感知器

ATmega256RFR2 Xplained Proは内部に8kﾋﾞｯﾄの直列EEPROMを持つAtmel AT30TSE758温度感知器が特徴です。感知器は設定
可能な上下温度警報、12ﾋﾞｯﾄまでの使用者選択可能な温度分解能、I2C/SMBus適合直列ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを含みます。

表4-13. 温度感知器接続

AT30TSE758温度感知器ﾋﾟﾝ ATmega256RFR2ﾋﾟﾝﾋﾟﾝ名 注釈

1 SDA PD1 直列ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽのﾃﾞｰﾀ線

2 SCL PD0 直列ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽのｸﾛｯｸ線

3 ALERT NC (注) 温度警報信号線

4 GND GND

5 A2 - 直列ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽのｱﾄﾞﾚｽ線、既定によってLowに引かれます。

6 A1 - 直列ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽのｱﾄﾞﾚｽ線、既定によってHighに引かれます。

7 A0 - 直列ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽのｱﾄﾞﾚｽ線、既定によってHighに引かれます。

8 VCC VCC

注: 警報ﾋﾟﾝは感知器近くの検査点穴で利用可能です。

温度感知器は温度感知器用の1つとEEPROM用の1つで、2つのTWIｱﾄﾞﾚｽを持ちます。ｱﾄﾞﾚｽは温度感知器用が”1001 A2 A1 A0”
で、EEPROM用が”1010 A2 A1 A0”です。温度感知器ﾁｯﾌﾟのｱﾄﾞﾚｽ選択線(A2,A1,A0)は既定によって100kΩを通してA0とA1に対し
てHighにA2に対してLowに引かれ、これは1001011と1010011を既定ｱﾄﾞﾚｽにします。Anに対してATmega256RFR2 Xplained Pro基板
表面の切断帯半田付けはｱﾄﾞﾚｽでのそのﾋﾞｯﾄをHighまたはLowに変えます。各切断帯は11頁の図4-1. 温度感知器TWIｱﾄﾞﾚｽで示さ
れるようにA0,A1,A2でｼﾙｸ ｽｸﾘｰﾝで記されます。EEPROMとの通信時、TWIｱﾄﾞﾚｽのこの部分はﾍﾟｰｼﾞ ｱﾄﾞﾚｽとして使われ、より多く
の詳細はﾃﾞﾊﾞｲｽのﾃﾞｰﾀｼｰﾄをご覧ください。

http://www.atmel.com/images/doc8333.pdf
http://www.johansontechnology.com/datasheets/balun-filter/2450BM15A0015.pdf
http://www.skyworksinc.com/uploads/documents/200252C.pdf
http://www.johansontechnology.com/images/stories/ip/rf-antennas/Antenna_2450AT18D0100_v3.pdf
http://www.atmel.com/Images/doc8751.pdf
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図4-1. 温度感知器TWIｱﾄﾞﾚｽ

4.3. 組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ実装

ATmega256RFR2 Xplained ProはJTAGを使ってATmega256RFR2のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞに使うことができる組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ(EDBG: 
Embedded DeBuGger)を含みます。組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞはUART上の仮想COMﾎﾟｰﾄ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ、SPIとTWI上のAtmelﾃﾞｰﾀ中継器ｲﾝ
ﾀｰﾌｪｰｽ(DGI:Data Gateway Interface)と、ATmega256RFR2の4つの汎用入出力(GPIO)の監視も含みます。Atmel Studioは組み込み
ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ用の前処理部として使うことができます。

4.3.1. JTAG

JTAGｲﾝﾀｰﾌｪｰｽは目的対象と通信するのに4つのﾋﾟﾝを使
います。EDBGのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞの能力の使用法の更
なる情報については4頁の「組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ」をご覧くださ
い。

表4-14. JTAG接続

ATmega256RFR2ﾋﾟﾝ 機能

PF4 JTAG TCK

PF5 JTAG TMS

PF6 JTAG TDO

PF7 JTAG TDI

RSTN ﾘｾｯﾄ

4.3.2. 仮想COMﾎﾟｰﾄ

組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞはATmega256RFR2のUARTの1つを使うこ
とによって仮想COMﾎﾟｰﾄ中継器として働きます。仮想COM
ﾎﾟｰﾄの使用法の更なる情報については4頁の「組み込みﾃﾞ
ﾊﾞｯｶﾞ」をご覧ください。

表4-15. 仮想COMﾎﾟｰﾄ接続

ATmega256RFR2ﾋﾟﾝ 機能

PD2 UART RXD (ATmega256RFR2のRX線)

PD3 UART TXD (ATmega256RFR2のTX線)

4.3.3. Atmelﾃﾞｰﾀ中継器ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞはSPIまたはTWIﾎﾟｰﾄのどちらかを使うことによるAtmelﾃﾞｰﾀ中継器ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(DGI:Data Gateway Interface)が特徴
です。DGIは様々なﾃﾞｰﾀをATmega256RFR2からPCへ送るのに使うことができます。DGIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽの使用法の更なる情報について
は4頁の「組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ」をご覧ください。

組み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ(EDBG)に4つの汎用入出力(GPIO)線が接
続されます。EDBGはこれらの線を監視してﾋﾟﾝ値変更の時
刻印を記すことができます。これはATmega256RFR2応用ｺｰ
ﾄﾞでの正確な時刻印事象を可能にします。構成設定方法と
GPIO監視機能の使い方の更なる情報については4頁の「組
み込みﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ」をご覧ください。

表4-16. SPI使用時のDGIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ接続

ATmega256RFR2ﾋﾟﾝ 機能

PB0 従装置選択 (ATmega256RFR2が主装置)

PB1 SPI SCK (ｸﾛｯｸ出力)

PB2 SPI MOSI (主装置出力、従装置入力)

PB3 SPI MISO (主装置入力、従装置出力)

表4-17. TWI使用時のDGIｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ接続

ATmega256RFR2ﾋﾟﾝ 機能

PD0 TWI SCL (ｸﾛｯｸ線)

PD1 TWI SDA (ﾃﾞｰﾀ線)

表4-18. EDBGへ接続されるGPIO線

ATmega256RFR2ﾋﾟﾝ 機能

PE2 GPIO0

PE3 GPIO1

PE5 GPIO2

PE6 GPIO3
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4.4. 工場書き込みﾃﾞｰﾀ

ATmega256RFR2 Xplained Proはｱﾄﾞﾚｽ$0100を持つATmega256RFR2の使用者識票ﾃﾞｰﾀ ﾍﾟｰｼﾞ1に予め書かれたﾃﾞｰﾀを持ちます。
使用者識票ﾃﾞｰﾀは主ﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘから分離され、ﾁｯﾌﾟ消去命令によって解消されません。ﾌｧｰﾑｳｪｱからJTAGｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを通して使
用者識票ﾃﾞｰﾀ ﾍﾟｰｼﾞを読み書き、消去する特別な命令が利用可能です。使用者識票ﾃﾞｰﾀ ﾍﾟｰｼﾞの読み方の詳細についてはATm 
ega256RFR2のﾃﾞｰﾀｼｰﾄを参照してください。

使用者識票ﾃﾞｰﾀ ﾍﾟｰｼﾞ1に予め書かれたﾃﾞｰﾀは次の「永続性ﾒﾓﾘ」で文書化され、ATmega256RFR2 Xplained ProはXTAL校正値を
特徴としていません。

5. 永続性ﾒﾓﾘ
永続性ﾒﾓﾘ空間は製品特有情報を格納するために割り当てられます。永続性ﾒﾓﾘは次のように構成されます。

表5-1. 永続性ﾒﾓﾘ

ﾃﾞｰﾀ 大きさ (ﾊﾞｲﾄ)ﾃﾞｰﾀ型

構成改訂 uint 16 2

MACｱﾄﾞﾚｽ uint 64 8

基板情報 -  PCBA 名称 ASCII文字列 (注) 30

基板情報 -  PCBA 通番 ASCII文字列 (注) 10

基板情報 -  PCBA Atmel部品番号 ASCII文字列 (注) 8

基板情報 -  PCBA 改訂 uint 8 1

(予約) 3

XTAL校正値 uint 8 1

(予約) 7

(予約) 4

CRC uint 16 2

注: ‘\0’で終端したASCII文字列

MCU内に格納されたMACｱﾄﾞﾚｽは各ｷｯﾄに対して固有のIDを割り当てられ、Atmelによって所有されます。使用者応用はこの固有の
MAC IDを用いてｷｯﾄをｱﾄﾞﾚｽ指定することができます。

6. 代行認証

6.1. 米国 (FCC)

この装置はFCCの規定と法令の第15部に準拠します。FCC認定要件を満たすため、OEM製造業者は次の規定を遵守しなければな
りません。

 1. この装置(ATmega256RFR2 Xplained Pro)は評価目的専用に使われ、他のどの装置やｼｽﾃﾑとも合体してはなりません。

重要: この装置はFCC規定の第15部に準拠します。動作は以下の2つの条件を必要とします。(1) この装置は有害な妨害を引
き起こしてはならず、(2) この装置は望まれない動作を引き起こすかもしれない妨害を含め、受信するどの妨害も受け入
れなければなりません。(FCC 15.19)

この移動送信機に使われる内部/外部の空中線は全ての人間から最低20cmの分離距離を提供しなければならず、他のどんな空中
線や送信機と共に、同一場所に設置したり、動かしたりしてはなりません。

設置者はRF電波防護適合を満足するための空中線取り付け指示と送信機動作条件を提供されなければなりません。この装置はRF
電波防護適合に関する移動装置として認可され、OEM設置者に対してだけ売られ得ます。可搬電波防護適合(FCC 2.1093)での使
用は独立した装置認証を必要とします。

重要: この会社が明示的に承認していない改造はこの装置を操作する使用者の権限を無効にし得ます（FCC第15.21項）。

重要: この装置はFCC規定の第15部に従う等級Aﾃﾞｼﾞﾀﾙ装置に対する制限に準拠していることが検査されて認められました。
これらの制限は装置が商用環境で動かされる時に有害な妨害に向かって妥当な保護を提供するように設計されます。
この装置は無線周波数ｴﾈﾙｷﾞｰを生成して使い、そして放射することができ、取扱説明書に従って設置して使わなけれ
ば、無線通信に有害な妨害を引き起こすかもしれません。住宅地域でのこの装置の動作は有害な妨害を引き起こしそう
で、その場合に使用者は自身の費用で妨害を修正することが必要とされます（FCC第15.105項）。
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6.2. 欧州連合 (ETSI)

ATmega256RFR2 Xplained Pro評価ｷｯﾄは欧州連合国での使用に対して認証されています。準拠の宣言はそれらの各規格に対して
発行され、R&TTE指令の付属書Ⅱで記述されるようにﾌｧｲﾙで保持されなければなりません。

更に、製造業者は単位部の資料の複製を保持して、最終製品が詳述された電力定格を超えず、空中線仕様、使用説明書で指定さ
れたような設置要件を保証しなければなりません。最終製品でこれらの仕様のどれかが超える場合、必要とされる全ての規格に対し
て適合性検査をするために通知された機関に対して申請が行われなければなりません。

重要: ‘CE’印はOEM製品で見える場所に添付されなければなりません。CE印は以下の形式を取る頭文字”CE”から成るで
しょう。

・ CE印は装置の性質のためにこれが不可能な場合を除き、最低5mmの高さを持たなければなりません。

・ CE印は見えて、読み易く、消えないように添付されなければなりません。

CE印の要件についてのより多くの詳細な情報は1999年5月9日の「欧州議会と閣僚理事会の指令1999/5/EC(DIRECTI 
VE 1999/5/EC OF THE EUROPEAN PARLIAMENT AND OF THE COUNCIL」の第12項で見つけることができます。

6.3. この製品とで検査された空中線の一覧

表6-1. 検査した空中線の一覧

空中線番号 型式/部品番号製造業者 空中線形式空中線利得 (dBi)

空中線1 Johanson Technology 2450AT18D0100 1.5 ｾﾗﾐｯｸ空中線

空中線2 Techfun Co., Ltd M01-SS2 0 外部空中線

7. 追補

7.1. IARでとの開始に際して

AVR®用IAR Embedded Workbench®はGCCに基づかない専売の高効率ｺﾝﾊﾟｲﾗです。Xplained Proｷｯﾄのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞは
Atmel-ICEｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを使ってAVR用IAR™ Embedded Workbenchで支援されます。書き込みとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞの作業を始めるにはﾌﾟﾛｼﾞｪｸ
ﾄでいくつかの初期設定が構成設定されなければなりません。

以下の手順は書き込みとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞのためにﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの準備を整える方法を説明します。

 1. 構成設定を望むﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを開くことを確実にしてください。ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに対してOPTIONSﾀﾞｲｱﾛｸﾞを開いてください。

 2. Ｇeneral Options区分で、Targetﾀﾌﾞを選んでください。ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ用のﾃﾞﾊﾞｲｽ、または一覧になければ、ﾃﾞﾊﾞｲｽのｺｱを選んでくだ
さい。

 3. Debugger区部で、Setupﾀﾌﾞを選んでください。ﾄﾞﾗｲﾊﾞとしてAtmel-ICEを選んでください。

 4. Debugger⇒Atmel-ICE区部で、Atmel-ICE 1ﾀﾌﾞを選んでください。ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽとしてJTAGを選び、任意選択でJTAG周波数を選
んでください。

図7-1. 目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽ選択 図7-2. ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ選択
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図7-3. ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ構成設定

8. ﾊｰﾄﾞｳｪｱ改訂履歴と既知の問題

8.1. 製品IDと改訂の識別

Xplained Pro基板の改訂と製品識別子はAtmel Studioを通して、またはPCBの裏側の張り紙を見ることによってのどちらかの2つの方
法で得られます。

Xplained Pro MCU基板をAtmel Studioが走行しているｺﾝﾋﾟｭｰﾀに接続することにより、情報ｳｨﾝﾄﾞｳが立ち上がります。ｷｯﾄ詳細下で
一覧にされる通番の最初の6桁は製品識別子と改訂を含みます。接続されたXplained Pro拡張基板についての情報もAtmel Kit’sｳｨ
ﾝﾄﾞｳに現れます。

同じ情報はPCBの裏側の張り紙で得られます。殆どのｷｯﾄはA09-nnnnrrとして平文で識別子と改訂を表示し、ここでのnnnnは識別子
で、rrは改訂です。制限された空間の基板は通番文字列を含むQRｺｰﾄﾞだけの張り紙を持ちます。

通番文字列は以下の形式を持ちます。

 “nnnnrrssssssssss”
 n = 製品識別子
 r = 改訂
 s = 通番

ATmega256RFR2 Xplained Pro用の製品識別子はA09-1784です。

8.2. 改訂3

ATmega256RFR2 Xplained Proの改訂3は最初の公開版です。

既知の問題

・ 使用者ﾍﾟｰｼﾞ内の情報の16ﾋﾞｯﾄCRC値の上下ﾊﾞｲﾄは1885より前の通番で入れ替わっているかもしれません。

対策 :  使用者ﾍﾟｰｼﾞ内のﾃﾞｰﾀを確認するためにCRC値を使うことが必要な場合、計算した値を使用者ﾍﾟｰｼﾞに存在するCRC値の
入れ替わり版と入れ替わらない版の両方で比較してください。

・ 0200003858よりも小さな通番を持つ全てのｷｯﾄは使用者ﾍﾟｰｼﾞで予め書かれたどんなﾃﾞｰﾀも持ちません。
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9. 資料改訂履歴

資料改訂 日付 注釈

42079A 2013年2月 初版資料公開

42079B 2013年4月 認証についての章を追加

42079C 2013年5月 空中線の一覧を追加

42079D 2013年11月 「永続性ﾒﾓﾘ」章と「工場書き込みﾃﾞｰﾀ」項を追加。新しい障害情報を追加。

42079E 2015年12月
8頁の表4-3. 拡張ﾍｯﾀﾞ EXT3でﾋﾟﾝ配列のPG4をPG2に修正。13頁に「IARとでの開始に際
して」を追加。

10. 評価基板/ｷｯﾄ重要通知

この評価基板/ｷｯﾄは工作、開発、実演を促進する、または評価目的だけの使用を意図されています。これは完成された製品では
なく、(基板/ｷｯﾄに於いて他の方法で注記されるかもしれないのを除き、)ﾘｻｲｸﾙ(WEEE)、FCC、CE、またはULの電磁適合性に関
連する制限や指令なしで完成製品へ応用できる、含めることの何かまたは何れかの技術的または法律上の必要条件に(未だ)適合
しないかもしれません。Atmelは販売者と更にその先の使用者単独の危険に於いて、全ての障害と共に何の保証もなく、"現状その
まま"でこの基板/ｷｯﾄを供給しました。使用者は商品の適切で安全な取り扱いのために全ての義務と責任を負います。また使用者
は商品の使用や取り扱いから起こる全ての請求からAtmelを保護します。製品の開放構造のため、静電放電と他のどんな技術的ま
たは法的な利害関係に関して何れか若しくは全ての適切な予防処置を取るのは使用者の責任です。

上で述べる保障の範囲までを除き、使用者とAtmelは間接、特別、付帯的、または必然的な損害に関して互いに責任がないでしょ
う。

そのようなAtmelの製品やｻｰﾋﾞｽがあるかもしれない、または使われることに於いて、どんな機械、処理、または組み合わせに関連ま
たは網羅するAtmelのどんな特許権や他の知的財産の下でも承諾は全く授けられません。

郵便住所: Atmel Corporation
 1600 Technology Drive
 San Jose, CA 95110
 USA
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